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訓
練
の
概
要
と
目
的

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
三
日
、
東
京
都

病
院
協
会
な
ら
び
に
、
い
ず
み
記
念
病
院
主

催
に
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　
（

）　
対

応
訓
練
を
行
っ
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
都
内

流
行
期
後
期　
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
）　
に
、
発
熱

外
来
に
て
多
数
の
患
者
を
診
察
し
な
が
ら
、

重
症
例
や
一
般
患
者　
（
非
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

患
者
）　
に
対
応
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

訓
練
の
目
的
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
発
熱

外
来
の
設
置
や
、
患
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
院
内
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
と
職
員
の
習
熟
を
図
る
こ

と
だ
っ
た
。
ま
た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
に
は
、

職
員
自
身
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
た

り
、
保
育
所
や
学
校
の
閉
鎖
が
起
こ
る
こ
と

に
よ
り
、
十
分
な
数
の
職
員
が
出
勤
で
き
な

い
状
態
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

も
う
一
つ
の
目
的
と
し
て
は
、
五
十
％
の
職

員
数
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
、
事
業
継
続
計

画
（

）
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

訓
練
は
、
地
元
町
会
の
皆
さ
ん
や
消
防
機

関
な
ど
約
二
百
五
十
人
が
参
加
し
行
わ
れ

た
。
駐
車
場
に
ト
リ
ア
ー
ジ
テ
ン
ト
な
ら
び

に
診
療
テ
ン
ト
を
張
り
、
看
板
、
椅
子
、
机

を
配
置
す
る
な
ど
、
事
前
準
備
は
午
前
の
診

療
を
早
め
に
切
り
上
げ
て
行
っ
た
。

重
症
患
者
の
受
け
入
れ
準
備
訓
練
、
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
、
外
来
診
療
訓
練
、
救
急
患
者

の
受
け
入
れ
訓
練
、
自
家
用
車
で
来
院
し
た

患
者
の
受
け
入
れ
訓
練
な
ど
、
一
時
間
半
の

間
に
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
行
っ
た
。

訓
練
で
苦
労
し
た
こ
と
は
、
感
染
者
と
非

感
染
者
の
動
線
を
ど
う
す
る
の
か
、
ま
た
、

院
内
の
感
染
区
域
と
非
感
染
区
域
を
ど
の
よ

う
に
分
け
る
か
だ
っ
た
。
感
染
症
指
定
病
院

で
な
い
当
院
は
、
感
染
症
専
用
の
出
入
口
も

な
け
れ
ば
、
専
用
の
病
床
も
な
く
、
当
初
の

計
画
で
は
、
一
般
病
床
を
感
染
症
病
床
に
変

更
し
て
対
応
し
よ
う
と
考
え
た
が
、
す
べ
て

の
病
床
を
空
け
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま

た
院
内
感
染
の
危
険
も
あ
り
、
救
急
外
来
や

処
置
室
を
閉
鎖
し
て
使
用
し
た
。

訓
練
の
流
れ

訓
練
は
他
国
で
感
染
が
広
が
っ
た
強
毒
性

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（

）
が
都

内
で
も
蔓
延
し
、
東
京
都
は
封
じ
込
め
対
策

を
解
除
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
を
講
じ
る

こ
と
と
な
り
、
当
院
は
足
立
区
の
要
請
を
う

け
発
熱
外
来
に
て
多
数
の
患
者
を
診
療
す
る

と
い
う
想
定
で
行
っ
た
。

正
面
玄
関
を
閉
鎖
し
、　
受
付
を
設
置
、　
患
者

役
の
参
加
者
に
マ
ス
ク
や
説
明
文
を
渡
し
、　

感
染
防
止
の
た
め
二
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
並
ん

で
も
ら
い
、　
ト
リ
ア
ー
ジ
を
待
っ
て
も
ら
っ

た
。　
ト
リ
ア
ー
ジ
は
看
護
師
一
名
、　
事
務
職
員

二
名
の
み
の
配
置
で
行
っ
た　
（
写
真
一
）。　
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
陽
性
の
患
者
役
は
、　
診
療
テ

ン
ト
で
診
察
を
受
け
、　
タ
ミ
フ
ル
を
処
方
さ

れ
、　
帰
宅
し
た　
（
写
真
二
）。　
重
症
例
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の
一
般
患
者
役
は
、　
そ
れ

ぞ
れ
別
の
入
口
を
通
り
院
内
に
入
り
受
診
。　

救
急
搬
送
さ
れ
て
く
る
患
者
役
は
、　
救
急
車

内
で
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
陽

性
の
場
合
、　
救
急
入
口
よ
り
感
染
病
床
に
搬

送
し
た　
（
写
真
三
）。　
自
家
用
車
で
来
院
の
患

者
役
は
、　
車
内
か
ら
降
り
ず
に
受
診
す
る
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で
行
っ
た　
（
写
真
四
）。　

訓
練
の
講
評

訓
練
終
了
後
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
、
訓
練
を
振
り
返
っ
た
（
写
真
五
）
。
訓

練
参
加
者
か
ら
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
ま
で
の
待

ち
時
間
が
長
か
っ
た
こ
と
や
訓
練
全
体
を
取

り
仕
切
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
現
場
に
ほ

し
か
っ
た
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
五

十
％
の
人
員
で
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
っ
た
が
、
当
日
真
夏
日
で
も
あ

っ
た
た
め
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
着
て
い
た
職
員
は
、

汗
だ
く
で
一
時
間
半
と
い
う
短
時
間
で
も
か

な
り
体
力
が
消
耗
し
た
。
ま
た
、
雨
天
や
真

冬
に
お
い
て
は
、
屋
外
で
の
診
療
は
、
患
者

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
三
日

強
毒
性
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
５
Ｎ
１
）

対
応
訓
練
を
振
り
返
っ
て

い
ず
み
記
念
病
院

副
院
長
　
山
崎
勝
雄

（写真一）

（写真四）

（写真三）

（写真二）
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理事会報告（７月）
平成2 2年度の東京都に対する予算要望は、今年度も「医療機能の向上

のための基本的施策支援」「医療の安全性を確保するための各種事業」

「地域医療機能向上のための施策支援」「国に対する働きかけ」の４項目

を柱に総務委員会でとりまとめを行って、東京都医師会に提出すること

になりました。

総務委員会、渉外・広報・会員組織委員会より、さらなる会員拡充が

必要との提案があり、理事各位には地元の未入会病院に対し、当協会へ

の入会を積極的に働きかけていただきたいと思います。

総務委員会で検討されて来た当協会主催の「臨床研修指導医養成研修」

は、開催のための経費、人手の面から年度内の開催は難しいとの報告が

あり、今年度は他団体の研修会への参加を勧めることとして、当協会と

しては、次開催のための情報収集に努めることとしました。

会報1 4 7号にも掲載の通り、今年の東京都合同総合防災訓練は世田谷

区、調布市を主会場として8月3 0日に開催されることになりました。今

年も当協会より医療救護班として1 0～1 3班の参加を予定しております。

訓練会場近隣の会員病院は、ぜひご参加をお願いします。また、訓練参

加病院を対象とした「トリアージ訓練」が飯田橋を会場に8月1 7日（月）

に開催されますが、防災訓練参加登録の病院以外の参加も可能ですので、

ぜひこの機会にトリアージ訓練にご参加下さい。

さ
ん
の
体
調
や
職
員
に
と
っ
て
も
き
つ
い
も

の
が
あ
り
、
公
民
館
や
学
校
、
医
師
会
館
な

ど
に
仮
設
診
療
所
を
作
り
医
師
会
が
中
心
と

な
っ
て
お
互
い
協
力
し
合
っ
て
診
療
に
あ
た

る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

職
員
の
出
勤
率
五
十
％
を
想
定
し
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
案
を
作
成
し
て
み
る
と
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
休
止
、
通
常
外
来
の
休
止
、
そ
し
て
病
床

は
、
六
十
％
に
縮
小
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
中
の
生
活
困
難
者
は

病
院
や
老
健
に
収
容
し
、
継
続
す
る
事
業
所

を
二
つ
に
し
ぼ
る
と
い
う
試
案
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
す
る

こ
と
が
前
提
の
た
め
、
入
院
中
の
患
者
が
居

宅
に
も
ど
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
し
ま

い
、
実
際
に
は
、
少
な
い
人
員
で
今
ま
で
と

同
じ
患
者
数
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

財
務
面
で
は
、
試
算
す
る
と
法
人
全
体
で

六
十
％
の
減
収
と
な
り
病
院
の
存
続
は
不
可

能
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
対
策
案

を
考
え
て
み
た
。
一
つ
は
銀
行
か
ら
の
緊
急

融
資
な
ら
び
に
、
借
入
金
支
払
い
の
延
期
で

あ
る
。
銀
行
の
方
に
お
願
い
し
て
み
た
が
、

そ
の
時
が
来
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
ず
、
確

約
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
二
つ
め

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
は
お
よ
そ
八
週
間
続

く
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
は
過
去
の

実
績
で
診
療
報
酬
の
支
払
い
を
し
て
も
ら
う

と
い
う
案
で
あ
る
。
こ
の
案
も
実
現
は
難
し

い
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
役
員
や
医
師

の
一
時
的
減
給
、
法
人
資
産
の
売
却
、
法
人

税
の
優
遇
措
置
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
案
を
出

し
た
が
、
一
番
大
切
な
の
は
、
職
員
全
員
が

講
習
会
や
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
と
お
し
て
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
知
識
を
高

め
、
予
防
策
を
徹
底
し
、
非
常
時
に
お
い
て

も
出
勤
率
八
十
％
以
上
を
目
指
す
こ
と
だ
と

考
え
ら
れ
た
。

先
日
、　
五
月
中
旬
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（

）
集
団
感
染
が
発
生
し
、　
疑
い
症

例
や
患
者
が
集
中
し
た
神
戸
の
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
の
四
月
二
十
八
日
か

ら
五
月
末
ま
で
の
損
益
が
前
年
同
期
比
で
約

二
億
一
千
万
円
減
っ
た
と
の
記
事
が
出
て
い

た
（

）。　当　
院　
に　
お　
い　
て　
も　
、　

四
月
二
十
八
日
、　

が
フ
ェ
イ
ズ
４
に
引

き　
上　
げ　
て　
か　
ら　
、　
外　
来　
患　
者　
へ　
の　
長　
期　
処　
方　

や　
検　
査　
の　
延　
期　
な　
ど　
対　
策　
を　
と　
っ　
た　
影　
響　
も　

あ　
り　
、　
外　
来　
患　
者　
の　
減　
少　
が　
み　
ら　
れ　
、　
数　
千　
万　

円　
の　
減　
収　
と　
な　
っ　
た　
。　
一　
方　
、　
マ　
ス　
ク　
や　
消　
毒　

薬　
の　
追　
加　
購　
入　
や　
、　
職　
員　
の　
残　
業　
代　
な　
ど　
経　

費　
は　
増　
加　
し　
て　
お　
り　
、　
民　
間　
病　
院　
単　
独　
で　
は　
、　

強
毒
性
で
な
い

で
も
対
応
が
厳
し
い

こ　
と　
が　
判　
明　
し　
た　
。　
非　
常　
時　
に　
は　
、　
十　
分　
な　
公　

的　
補　
助　
が　
で　
る　
こ　
と　
を　
祈　
り　
た　
い　
。　

ま
と
め

実
際
に
訓
練
を
し
て
み
る
と
、
会
議
な
ど

で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点

も
浮
上
し
て
き
た
。
ま
た
、
訓
練
の
準
備
を

し
て
い
な
か
っ
た
ら
、

の
対
応
に
も

か
な
り
の
混
乱
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（

）
が
大
流
行
す
る
こ
と
が
、
予
測
さ

れ
る
。
弱
毒
性
だ
か
ら
通
常
ど
お
り
の
診
療

で
い
い
と
主
張
し
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
病
院
内
に
は
重
症
患
者
も
お
り
、

院
内
感
染
が
お
き
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
当
院
で
は
、
今
も
玄
関
も
し
く
は
受
付

の
段
階
で
熱
発
者
を
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、
他
の

患
者
や
職
員
に
接
触
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
気
を
抜
か
ず
感
染

対
策
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
訓
練
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
河

北
会
長
は
じ
め
、
東
京
都
病
院
協
会
の
皆
様

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ　
（
事
業
継
続
計
画
）　
へ
の

対
応
に
つ
い
て

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、　
事
業
者
が
自
然
災
害
、　
テ
ロ

攻
撃
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
、　

損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、　
中
核
と
な
る
事

業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す

る
た
め
、
平
常
時
に
行
う
べ
き
行
動
や
緊
急

時
の
事
業
継
続
の
た
め
の
対
策
な
ど
を
、　
あ

ら
か
じ
め
策
定
す
る
計
画
で
あ
る
。　

新　
型　
イ　
ン　
フ　
ル　
エ　
ン　
ザ　
パ　
ン　
デ　
ミ　
ッ　
ク　
期　

に　
優　
先　
す　
べ　
き　
業　
務　
は　
な　
に　
か　
と　
考　
え　
る　
と　
、　

大　
き　
く　
四　
つ　
の　
こ　
と　
が　
考　
え　
ら　
れ　
た　
。　
地　
域　

住　
民　
の　
安　
全　
と　
安　
心　
の　
た　
め　
に　
は　
、　
発　
熱　
外　

来　
の　
設　
置　
が　
必　
要　
で　
あ　
る　
こ　
と　
。　
二　
つ　
め　
は　
、　

入　
院　
患　
者　
の　
感　
染　
防　
止　
と　
治　
療　
の　
継　
続　
。　
三　

つ　
め　
は　
、　
外　
来　
患　
者　
の　
治　
療　
の　
継　
続　
と　
急　
変　

時　
の　
対　
応　
。　
ま　
た　
、　
在　
宅　
サ　
ー　
ビ　
ス　
患　
者　
の　
生　

活　
維　
持　
と　
急　
変　
時　
の　
対　
応　
も　
重　
要　
で　
あ　
る　
。

（写真五）
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【
は
じ
め
に
】

近
年
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
救
急
患

者
の
病
院
選
定
困
難
や
、
救
急
車
の
タ
ク
シ

ー
代
わ
り
の
利
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
救
急
病
院

の
医
療
現
場
で
は
、
次
々
と
運
び
込
ま
れ
る

救
急
患
者
の
対
応
に
追
わ
れ
て
、
た
ま
に
受

け
入
れ
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
が
真
相
で
あ
る
。
救
急

医
療
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、
日
本
の
救

急
医
療
制
度
に
あ
る
。
救
急
医
師
不
足
、
医

療
費
抑
制
策
は
も
と
よ
り
、
七

一
看
護
体

制
な
ど
病
棟
に
は
手
厚
い
配
置
に
加
算
が
あ

る
も
の
の
、
外
来
看
護
師
体
制
に
は
加
算
が

ほ
と
ん
ど
無
い
。
さ
ら
に
、
病
院
経
営
の
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
ベ
ッ
ド
は
満
床
、
平
均
在

院
日
数
の
短
縮
等
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
救

急
病
院
で
は
常
に
空
床
ベ
ッ
ド
を
確
保
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
救
急
病
院
指
定
を

返
上
す
る
医
療
機
関
が
目
立
つ
。
救
急
医
療

機
関
数
（
二
次
指
定
救
急
及
び
救
急
告
示
医

療
機
関
）
は
、
激
減
し
て
お
り
、
平
成
十
年

四
月
で
四
百
十
一
施
設
が
対
応
し
て
い
た

が
、
平
成
十
九
年
四
月
で
三
百
三
十
五
施
設

と
十
八
・
五
％
の
減
少
で
あ
る
。

東
京
に
お
い
て
は
、
国
の
救
急
医
療
体
制

整
備
と
し
て
「
救
命
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」
が

な
さ
れ
、
現
在
ほ
ぼ
当
初
の
目
的
が
達
成
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
二
次
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て
は
「
質
の
確
保
」
「
量
的
偏
在
」
な

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
東
京
都
は
、

新
た
に
「
東
京
都
救
急
医
療
対
策
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
「
迅
速
・
適
切
な
救
急
医
療
の

確
保
に
つ
い
て
」
の
検
討
を
行
い
、
平
成
二

十
一
年
三
月
に
「
東
京
ル
ー
ル
」
と
名
づ
け

た
東
京
都
独
自
の
救
急
医
療
体
制
整
備
の
計

画
を
発
表
し
た
。

こ
の
新
た
な
「
東
京
ル
ー
ル
」
は
、
救
急

医
療
崩
壊
の
歯
止
め
対
策
と
も
言
え
る
新
た

な
シ
ス
テ
ム
で
、
東
京
消
防
庁
も
救
急
懇
話

会
も
東
京
Ｍ
Ｃ
協
議
会
等
で
も
新
た
な
対
策

と
し
て
協
議
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
緊
急

対
策
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
体
制

と
の
意
見
も
多
く
、
今
後
、
当
協
会
急
性
期

委
員
会
に
お
い
て
も
、
「
東
京
ル
ー
ル
」
の

実
施
に
あ
た
っ
て
、
デ
ー
タ
ー
の
収
集
分
析

な
ど
の
検
証
を
行
な
い
、
選
定
困
難
事
案
の

真
の
解
決
に
向
け
体
制
整
備
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

以
下
、
「
東
京
ル
ー
ル
」
の
概
要
を
紹
介

す
る
。

東
京
ル
ー
ル
の
概
要

一
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

救
急
患
者
を
迅
速
に
医
療
の
管
理
下
に
む

か
え
入
れ
る
に
は
、
地
域
の
二
次
救
急
病
院

が
、
持
て
る
機
能
や
ベ
ッ
ド
の
情
報
を
共
有

し
て
相
互
に
協
力
・
連
携
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
平
成
十
九
年
の
全
搬
送
件
数
六
十

二
万
件
中
選
定
困
難
事
案
は
二
万
六
千
件
で

あ
り
、
一
日
平
均
七
十
一
・
二
件
と
な
り
、

十
二
医
療
圏
均
等
割
で
一
医
療
圏
で
五
・
九

件
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
効
率
的
に
機
能
す
れ
ば
、
十
分
対
応
が

可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域

で
の
救
急
業
務
連
絡
協
議
会
を
活
性
化
さ

せ
、
二
次
救
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

で
き
る
よ
う
に
、
東
京
消
防
庁
、
東
京
都
福

祉
保
健
局
を
は
じ
め
各
地
域
の
医
師
会
、
行

政
、
所
轄
消
防
署
等
の
連
携
が
必
須
で
あ
る
。

ま
た
、
当
初
の
「
中
核
的
二
次
救
急
医
療

機
関
」
の
名
称
で
は
利
用
す
る
都
民
に
理
解

さ
れ
ず
「
地
域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

と
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
東
京
都
は
、
平

成
二
十
年
三
月
に
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

救
急
医
療
体
制
の
抜
本
的
見
直
し
と
し
て
、

「
東
京
ル
ー
ル
」
を
構
築
す
る
中
で
、
二
次

医
療
圏
単
位
で
の
き
め
細
か
な
医
療
資
源
の

共
有
化
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

そ
の
中
心
的
病
院
を
「
東
京
都
地
域
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
都
民
や
救
急

医
療
機
関
に
も
わ
か
り
や
す
い
名
称
と
し

た
。

二
、
東
京
ル
ー
ル
（
一
）

「
東
京
都
地
域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」

の
機
能

主
な
機
能
（
一
）
救
急
患
者
の
受
入
調
整

①
二
次
保
健
医
療
圏
ご
と
に
二
箇
所
（
原
則
）

設
置
し
て
、

医
療
機
関
選
定
困
難
事
案
（
要

調
整
事
案
）
に
対
し
、
地
域
内
で
の
受
入
調

整
を
行
う
（
地
域
内
調
整
）
。
②
他
医
療
圏

に
お
け
る
地
域
内
調
整
不
能
時
、
東
京
消
防

庁
内
に
配
置
さ
れ
る
救
急
患
者
受
入
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
地
域
内

調
整
を
行
う
。
③
一
時
的
受
入
を
積
極
的
に

行
う
。

（　
二　
）　
地　
域　
連　
携　
の　
推　
進　
に　
関　
す　
る　
事　
と　
し　

て　
、　
地　
域　
救　
急　
会　
議　
の　
設　
置　
・　
運　
営　
を　
行　
う　
。　

地　
域　
医　
療　
救　
急　
セ　
ン　
タ　
ー　
は　
、　
一　
医　
療　
圏　
単　

位　
に　
二　
カ　
所　
で　
あ　
る　
が　
、　
必　
ず　
し　
も　
固　
定　
的　
で　

は　
な　
く　
、　
輪　
番　
制　
を　
と　
る　
な　
ど　
、　
救　
急　
医　
療　
機　

関　
が　
相　
互　
に　
診　
察　
可　
否　
や　
空　
床　
有　
無　
な　
ど　
の　
救　

急　
医　
療　
情　
報　
を　
共　
有　
す　
る　
シ　
ス　
テ　
ム　
を　
構　
築　

し　
、　
そ　
の　
調　
整　
を　
行　
う　
こ　
と　
と　
し　
た　
。　

さ
ら
に
、
地
域
内
で
受
入
れ
が
困
難
な
場

合
、
地
域
を
超
え
て
、
他
地
域
の
「
地
域
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
協
力
し
な
が
ら
、
患

者
受
入
調
整
を
行
う
、
「
救
急
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
を
東
京
消
防
庁
司
令
室
に
常
時
配

置
し
、
調
整
機
能
を
担
当
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

と
し
た
。
そ
の
た
め
今
後
は
、
都
民
、
医
療

機
関
、
消
防
機
関
、
行
政
機
関
が
協
力
、
協

働
し
救
急
医
療
を
守
る
要
と
な
る
「
救
急
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
役
割
と
そ
の
存
在
が

重
要
と
な
る
。

三
、
東
京
ル
ー
ル
（
二
）

救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
の
導
入

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
付
け
の
厚

生
労
働
省
医
政
局
長
に
よ
る
都
道
府
県
知
事

宛
の
通
達
で
は
、　
夜
間
・
休
日
の
救
急
に
お

い
て
、　
よ
り
効
率
的
運
用
と
患
者
へ
の
迅
速

な
対
応
を
確
保
す
る
た
め
、　
専
門
的
な
知
識

お
よ
び
技
術
を
も
つ
看
護
職
員　
（
ト
リ
ア
ー

ジ
ナ
ー
ス
）　
が
、　
診
療
の
優
先
順
位
の
判
断
を

行
う
こ
と
で
、　
よ
り
適
切
な
医
療
の
提
供
や
、　

医
師
の
負
担
を
軽
減
し
た
効
率
的
な
診
療
を

行
な
う
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

東
京
都
は
、
平
成
二
十
年
年
五
月
よ
り

東
京
都
の
救
急
医
療
体
制
に
お
け
る
選
定
困
難
事
案
対
策
の

「
東
京
ル
ー
ル
」
と
「
救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
」
と
は

急
性
期
医
療
委
員
会
　
委
員
長
　
石
原
　
哲

（
白
鬚
橋
病
院
院
長
）
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会
務
日
誌　
・　
委
員
会
報
告

六
・
七
月

「
小
児
救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
」
の
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
あ
る
程
度
実
施
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
救
急
医
療
の
現
場
で
は
、
人

的
問
題
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

病
院
が
直
ち
に
実
施
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
特
に
、
救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
と
技
術
が
要

求
さ
れ
る
。
今
回
の
東
京
ル
ー
ル
で
は
、
こ

の
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
の
導
入
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
、
補
助
金
体
制
を
盛
り
込
ん
だ

も
の
の
、
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
の
教
育
・
養

成
に
関
し
て
は
、
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
に
当
協
会
急
性
期
医
療
委
員
会
で

は
、
日
本
救
急
医
学
会
、
日
本
臨
床
救
急
医

学
会
、
日
本
救
急
看
護
学
会
の
協
力
の
下
、

救
急
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
の
研
修
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
救
急
ナ
ー
ス
を
め
ざ
す
多
く
の
若
い

ナ
ー
ス
を
、
救
急
看
護
の
現
場
に
必
要
な
人

材
と
し
て
育
て
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
、
二
次
救
急
病
院
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

四
、
東
京
ル
ー
ル
（
三
）

都
民
へ
の
広
報
と
啓
発

東
京
ル
ー
ル
開
始
に
あ
た
り
、
今
後
、
新

た
な
救
急
医
療
体
制
や
対
策
を
都
民
に
ど
う

周
知
し
て
い
く
か
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

都
民
に
は
、
自
ら
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で

あ
る
救
急
医
療
が
重
要
な
社
会
資
源
で
あ
る

六
月
二
十
五
日

第
二
回
環
境
問
題
検
討
委
員
会

・
第
八
回
環
境
会
議
の
運
営
と
テ
ー
マ
に
つ

い
て

第
一
回
診
療
情
報
管
理
委
員
会

・
各
分
科
会
活
動
の
進
捗
報
告

・
講
演
会
「
個
人
情
報
保
護
と
診
療
情
報
管

理
」
開
催
に
つ
い
て

第
二
回
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

・
広
報
紙
第
一
四
六
号
反
省
と
第
一
四
七
号

企
画
に
つ
い
て

六
月
二
十
九
日

第
三
回
慢
性
期
医
療
委
員
会

・
慢
性
期
入
院
医
療
に
つ
い
て

・
療
養
病
床
の
転
換
に
つ
い
て

七
月
十
三
日

第
二
回
急
性
期
医
療
委
員
会

・
今
年
度
の
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

・
東
京
都
・
世
田
谷
区
・
調
布
市
合
同
総
合

防
災
訓
練
に
つ
い
て

七
月
十
四
日

第
四
回
総
務
・
経
理
委
員
会

・
七
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
救
急
医
療
を
守

る
た
め
、
適
切
な
利
用
を
心
が
け
て
も
ら
う

事
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
東
京
都
、
東
京
消
防
庁
、
東

京
都
医
師
会
は
共
同
歩
調
を
と
っ
て
都
民
に

対
し
救
急
医
療
の
現
状
を
周
知
し
、
少
子
・

高
齢
者
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
今
後
の
救
急

医
療
へ
の
取
組
み
を
明
確
に
広
報
す
べ
き
で

あ
る
。

都
民
が
参
画
す
る
救
急
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
、
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
（
＃
７
１

１
９
）
等
に
お
け
る
相
談
事
業
の
充
実
な
ど

が
、
提
言
さ
れ
て
い
る
が
、
早
急
に
地
域
に

根
ざ
し
た
情
報
の
発
信
を
全
力
を
挙
げ
行
う

時
期
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
東
京
都
地

域
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
と
地
区
医
師
会
が
率

東京都福祉保健局・東京都医師会

からの連絡事項（6月・7月）

東京都福祉保健局・東京都医師会
からの連絡事項（6月・7月）

■ 21福保医人第659号　平成21年6月30日

「医師法第1 6条の2第1項に規定する臨床

研修に関する省令の施行について」「大学

病院と共同して臨床研修を行なう臨床研修

病院の特例について」の一部改正について

（通知）

■ 東都医発第1088号　平成21年7月9日

除外率設定業種に設定されている除外率

の引下げについて

■ 東都医発第1144号　平成21年7月16日

臨床研修を長期にわたって休止する場合

の取扱いについて

■ 東都医保発第1157号　平成21年7月17日

「療養の給付及び公費負担医療に関する

費用の請求に関する省令の一部を改正する

省令」の施行に伴い地方厚生（支）局が行

なう指導に当たって当面必要な取組み等に

ついて

全体スケジュール

3回実施するグループディスカッションには東京都病院協会副会長も同席します。

開催日時：平成21年9月11日（金）より

平成22年3月12日（金）まで計11回の開催
時間はいずれも　PM6：00～PM8：50

原則として第二・第三金曜日に開催を予定、12月は休会

場　　所：東医健保会館（JR信濃町駅徒歩5分）

対　　象：病院管理者（院長、看護部長、事務長クラス）、医療関連企業

代理出席可

参 加 費：会員100,000円　非会員200,000円（いずれも一括納入）

参加確定後、参加費の振込先をご案内いたします。

定　　員：先着50名（受講者には受講票をお送りいたします）

東京都病院協会事務局までお問い合わせ下さい。

（TEL O3-5217-0896 FAX 03-5217－0898

E－mail tmha＠mri.biglobe.ne.jp）

平成21年度東京都病院協会
経営塾のお知らせ

先
し
て
活
動
す
べ
き
で
あ
る
。


